ステファノ・ボロニーニ会長とアレクサンドラ・ビリングハースト副会長による就任スピーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳：浅野美穂子（日本精神分析協会　精神分析家候補生）
このスピーチは、2013年8月にプラハに於いて開催された国際精神分析学会（International Psychoanalytical Association：以下IPA）の大会に於いて行われました。
親愛なる同僚の皆様、
私は、皆様が私たち新しい執行部の面々について、また、IPAの将来に対し抱いている私たちの計画について、好奇心を持たれていると想像しています。私たちは、そのことをお伝えするために、今日ここにいます。
しかしながら、始めに、チェコの同僚の皆様にお礼を申し上げたいと思います。数々の戦争や独裁権力を物ともせず、奇跡的に保存された（これは、精神分析そのものでしょう！）この美しい“中部ヨーロッパの”街に私たちを迎え入れてくださり、本当にありがとうございます。
フロイトが産声をあげた場所はここからすぐの町、プジーボルです。そして、その時から157年もの時が経ち、私たちはまた将来に向けて新たな出発をしようとしています。
このスピーチが、このような機会において伝統的な外交儀式であるとしても、形式的な形ではなく、アレクサンドラ・ビリングハースト副会長とファン・カルロス・ヴァイッスマン財務担当、そしてIPA執行部の代議員らと共に、学会の組織的な職務に携われることに心から感謝し、謹んでお引き受けしたい気持ちを率直に表明したいと思います。
私は、皆様がおいてくださった私たちへの信頼に対する感謝の気持ちと、100年以上に渡り歴史的、科学的、教育的、専門的、組織的、そして自己同一性という観点など、多くの点から我々を結びつけてきた精神分析とこの素晴らしい組織であるIPAを発展させるため、全力を注いで働いてゆきたいという気持ちを表明致します。
私たちは、先達の役員の方々との特質上での一貫性を感じますし、この“共有された我が家”に対する精神分析的情熱と愛情に加え、これほどに大きく、よく構成された、一流の組織を運営するために必要とされる責任感を結合させるでしょう。
今日ここで与えられた時間は限られており、このスピーチが、皆様すべての方に、私たちの全体的な展望と着想の本質、そして少なくとも将来の計画についてのいくつかの具体的な話をご提示できる非常に価値ある機会のため、早速、いくつかの基本的な事柄の説明に移りたいと思います。
基本的概観
私たちは、これまでとは非常に異なる時代に生きています。それは、私たちを互いに結びつける方法を根底から変化させてしまった情報やコミュニケーションの速度に特徴づけられています。
この数年の間にも、政治や教育制度において、革新的な変化が起こっています。その変化は、日常生活の速度、性的な習慣、カップルや家族、職業集団における共生や離別に対する合意形成、異なる共同体の間で共有されている本質的な価値観、新しい社会特性や多層化において生じています。増大する多様化と力動的に相互作用する文化的民族的同一性においても同様のことです。
これは、2015年ボストンで開催される次のIPA大会に対して、私たちが「変化する世界。今日における精神分析的ツールの形状と使用法」を掲げたのは決して偶然ではありません。
私たちの時代がこの上もなく有利な機会を与えられているのと同時に、同一性の混乱、現実との接触の喪失、その結果としての不安定さ、あるいは反応的に生じている防衛的な固定化という、否定できない危険にもさらされているのです。先進国においては、現代は戦争の少ない時代です。しかし、薬物使用やテロリズム、合法化、商業化された倒錯に結びついた今や慢性的な、激しく、広範囲にわたる破壊性を有する時代でもあります。
思考に対する攻撃は、過去優勢だった総括的な抑圧よりもより洗練された新しい形式を取っています。
超自我と他の心的審級との間の均衡は、社会的にも精神内界の次元においても、精神分析の始まりに探究されたものとは異なる、新しい不均衡に直面しているように思います。新しい病理は私たちの診察室に存在するのであり、必ずしも容易ではありませんが、冷静な理解と継続的な理論的、技術的適応が分析家に求められています。
おそらく、乳幼児にとって必要な基本的生理的融合と安定した関係性に関する、以前よりずっと早期の働きが主な理由とされる基本的な対象の喪失、あるいは基本的対象が消失した世界における防衛と異なる備給、自己愛的組織化の結果として、一般的な日常生活と同様に精神分析においても、生理的な依存を受け入れることは減少してきました。
治療の長さや頻度は現在、これらの新しい防衛によって危険にさらされています。そして、多くのケースにおいて、分析家が少ない頻度から始めなければならないこと、そして、その後で、患者の必要性や順序に合わせて彼らを段階的に通常の精神分析的体制へと導かなければならないことがまれではありません。
バーチャル領域によって助長された万能的経験と遠隔間での伝達の簡便化は、新しい可能性を広げています。しかし、それは、電話やスカイプによる治療の依頼に直面する精神分析家達に、新たな方法論的問題意識を提起しています。その信頼性と限界設定は、現在、熱心な理論的―臨床的議論の対象になっています。
精神分析の有効性に対する認識は、今や多くの国の行政上の判断において試されています。大学においては、行動主義学派に対して多くの教育的なポストを捧げているようですし、IPAのものと比べて訓練も専門的な基準もずっと低いレベルの専門的心理療法的団体からの競争は、偏在し、浸透しています。
これらすべてにかかわらず、精神分析やIPAにとって利用できる確固たる資源は、我々自身や我々の方法、我々の将来に関して基礎がしっかりとしている感覚を感じさせてくれるものです。
私たちは、精神分析的着想の力によって支えられています。すなわち、認知的対人関係的な誠実さの中で、二人の人間が定期的に会い、思考や感情、共に交わすやり取りを発展させるため、共に作業することを学ぶその時に作動する無意識、転移、防衛、プロセス、変化という存在の証拠によって支えられています。
私たちは、私たちの一人ひとりが、多くの場合において私たちの人生を変えた個人的分析的物語における起源を持っているという経験の力よって支えられています。
そうです。精神分析は一人の人間として私たちの人生を変化させました。そして、このことは、忘れたり、否認したり、失うにはあまりにも強烈な何かです。まるで新しい複雑な衝動のように、この経験は自然に、世代から世代へと、聞くこと、調律させること、共鳴すること、理解すること、共有される作業、そして解釈の形成を提供するよう私たちを導いてくれます。
かつて子どもとして世話をされ滋養された経験を持つ両親のように、新しく生まれた子どもを世話し滋養したいと願っています。
私たちは、100年以上にも渡って伝えられてきた莫大な富である研究と理論的臨床的知識に支えられています。1856年にここからそう遠くないところで生まれ、間違いなく天才フロイトの思索に照合した繰り返される引用文は、“インパクト・ファクター”の階級を上ることは助けてくれませんが、我々の科学的集団を繋ぐことにおいて“コンパクト（緻密な）・ファクター”という効果を与えてくれています。それはあたかも、よく生い茂った多くの枝を持つ木の群葉を支え、またその起始部もそのどっしりした根っこの存在も確かにあることを感じさせてくれる一本の幹のようです。
私たちは、私たちの組織の国際的な性質によって支えられています。それは、全ての大陸にまたがり、交流と議論、そして継続的な共同研究の観点から、分析家に対して類まれな機会を保証してくれる唯一無二のものです。
スピーチのこの部分において、ステファノ・ボロニーニ会長は、アレクサンドラ・ビリングハースト副会長にスピーチを交代しました。
私は、このスピーチを、3月に行われたジョゼフ・サンドラー・カンファレンスにおいて私に起こったことを皆様にお話することから始めたいと思います。
私はバーナード・リースが非常に卓越した方法で、アレッサンドラ・レンマとヨハネス・レートネンによる二つの非常に優れていて、また互いに異なる論文について議論しているのを聞いていました。彼は、その試みをするのに、自分がどのように感じたかをまさに自分の身体を利用して私たちに伝えました。彼は、このように両手を反対方向に引っ張られるように広げたのですが、それはあたかも身体が二つに引き裂かれるような姿でした。それから、彼は、その日の前の晩に行われたマーク・ソルムスによる発表について触れ、“私は、彼がもの自体Das Dingについて言及したことが非常に嬉しかった”と述べました。とその時、私は、自分の頭の中で彼の始めの言葉をスペイン語に訳している自分の声を聴いたのです。“Fue contento escuche Mark Solms..（マーク・ソルムスの・・を聞いて、非常に嬉しかった）”私は、なぜ突然自分がスペイン語の中に飛び込んだのか、とてもびっくりしました。ここで、私が、去年の10月にブエノスアイレスとモンテビデオを訪れて以来、スペイン語を勉強していることをお伝えしておきます。スペイン語の勉強は、私にとって、実際には多くの喜び与えてくれる私自身の情熱になっていました。私は、そのカンファレンス中、たくさんの翻訳を同時に頭の中で行っていましたが、スペイン語が自発的に生じたのはその時が初めてでした。そのため、私はどうしてその時だったのかを考えてみました。私は、バーナードがちょうど語り、したこと、すなわち、二つの非常に異なる論文を包含しようとし、さらに私たちにも同じようにするのを助けようとしたことに思いを馳せました。彼がそのようにしながら、前夜のこと、つまり第三のことを持ち出したその時に、私の思考は翻訳しようと決意したのです。彼は、それが彼にとってどんな風に感じられたかを空間的な広がりの中で示し、そして、その後、理論と神経科学の間の橋渡しをし、1923年と2013年を結び付けたちょうど第三の人物に言及することによって、話の中に時間性を持ち込んだのです。それで、その瞬間、私の心は、スペイン語の学習がその頃確かに大きな喜びをもたらした一つの理由を私に示そうと決めたのでした。スペイン語の習得への情熱は、私自身の中で、IPAにおいて、精神分析に対する全ての異なる在り方と見方を繋ぐ準備をするための、大変具体的な方法だったのです。
私にとってスペイン語に浸ることは、今日ここでステファノの隣に共に座るための、また彼と共に明日プラハで行われる新しいIPA執行委員会のテーブルの司会席につくための心の準備だったのです。
IPAそのものは、とても複雑な組織です。この組織は、1万2000人の会員を有し、加盟国は3つの地域に分けられ、63か国にのぼります。IPAの地理を説明することは大変貴重なことでしょうが、今日はそこまではお話しできません。この組織は、70もの協会で構成され、さらに、６つの暫定的な協会、19のスタディグループ、3つの形式からなる訓練モデル、数えきれない数の精神分析に対する見方と多くの異なる文化、そして4つの公用言語を有しています。この事実は、IPAで活動することは、翻訳と架け橋を作るという絶え間ない作業を示唆しています。
私たちが精神分析家になるために学ぶ時、一人ひとりが、精神分析の理論を自分のものにしなければなりません。しかし、一度それを成し終えたなら、私たちは、他の人々との対話によって、自分の考えを明確にし、洗練することを始めることができます。願わくば、私たちは、私たちに教育を授けてくれた協会の高い天井がある環境の中でも、そのようなことを可能にする余地を与えられたいと思います。
私たちは、自国の協会にならって形づくられ、そして、地元の視点から精神分析を見ることを始めます。そして、もし、私たちが国際学会に足を運ぶならば、精神分析臨床とその社会の現実、理論的な相違が、いかに異なる地域次第で変化し得るかということを見出す機会に恵まれるでしょう。そして、異なる国を渡り、また異なる国の間で何が精神分析を結びつけているのかを発見することができるでしょう。
これは、IPAに関して大変類を見ないものです。それは真の出会いの場になり得ます。単に私たちの中の熟達者から学ぶという場だけでなく、私たち一人ひとりが、出会い、互いの考えを交換する場所にもなり得ます。同時に、単に規模という事実においては、私たちの組織と学会は圧倒的な会員数を有し、それは互いに知り合うのに障害となるくらいです。
しかし、真の出会いの場所は、ステファノと私がどのようにIPAを思い描くかの像にあります。皆さんはまもなく、ステファノが私たちの計画を説明する時にそのことについて聞くでしょう。
ステファノから共に働いてほしいという依頼があった時、私たちは互いのことを全く知りませんでした。私たちは、互いの母国の会長として参加したEPF（European psychoanalytic Federation）の評議会の活動で知り合いました。
私が彼からの申し出を受け入れたのは、彼の描くある種の指導力とIPAに対する構想を説明する彼のその仕方にありました。そのため、今日に至るまでの2年間は、彼を知るという期間になりました。そして、彼と交流すればするほど、彼の慎ましい態度や穏やかな影響力、彼の賢明さにより深く感銘を受けるようになりました。
私たちは、精神分析が攻撃を受けているとされる時代に生きています。それは、同時に精神分析の危機とも言われてきました。そうです。精神分析は、多くの場所において、疑問に付されてきました。しかし、私は、私たちがこのような状況について話をする時に、どんな言葉やどんなメタファーを使用するかについて、自覚的になり、注意深くならなければいけないと思います。例えば、もし私たちが、防衛という言葉を、“精神分析を擁護する”という意味で使用する時、それは何を意味するのでしょうか。あるいは、他の人々との会話において、その言葉は私たち自身に何をもたらしてくれるのでしょうか。私にとって、防衛という言葉を使用する時、それは何かを静的な状態に守るということを意味します。もし、代わりに、私が“立ち上がるstand up for”と言う時、それは私の脳裏に違うイメージを与えてくれます。
他の方々も言っていることですが、私は、精神分析が疑問にさらされているという単なる事実は、精神分析に対して自分自身の境界をはっきりさせる必要のある何かとして評価されていることを暗示していると思います。精神分析に対する疑問は、確かに私たちに自分自身の理論をさらに明確にし、洗練する機会を与えてくれます。私たちの一つの試みは、対話を可能にするために、精神分析的思考を他の人々に理解され得る言語に翻訳することです。来る数年の間に、私たちが行いたいと思っていることは、精神医学の中で再び精神分析の意見を聞いてもらうことです。精神医学は私たちの精神分析的視点を必要としていますし、私は、その方法の一つとして、私たちの知識を理解され得る言語に、また、私たちを疑問視し、精神分析に反対することで自分自身に境界を定めている彼らとの対話を新しいものにできる言語に翻訳することだと思います。もし、私たちがどのように考え、話し、どのようなメタファーを用いるかを注意深く考察するならば、また、精神分析のために立ち上がる方法において、私たちの視点を多様化させる準備ができているならば、私たちは、聞いてもらえるとてもよい機会に恵まれるだろうと思っています。
多くの協会同士が分裂しているのは、悲しい傾向だと思います。これは、意見の違いを克服することができていない結果なのかもしれません。他の人々との対話を明確にし、洗練することなしには乗り越えらえない相違になってきています。
さらなる分裂を避けるための統合のプロセスを諸協会が可能にすることを、IPAが援助できることが私の願いです。静的な変化のない状態を保つよりも、むしろ良い方向へと成長し、健全さを維持することを確実にするためには、諸協会自らが彼ら自身の組織について振り返ることが必要だと私は思います。しかし、これは、患者が精神分析へと入る時に勇気を奮い起こすことが必要なのとちょうど同じように、勇気を奮い立たせることが必要だと思います。この点で、IPAは援助できると思います。
私は、IPAが多くの会員にとって何か距離のあるものだということに気づきました。あなたが組織に関わっているか、IPAの大会に参加しない限り、IPAは何か遠くにあるもののようです。ステファノと私が行いたいと思っていることの一つに、もっと多くの会員の方にIPAを意味あるものとして、そして身近なものとして感じて頂くように作り上げることです。
すでに述べたように、私たちは、出会いの場としてのIPAを構想しています。これを実現するための数ある道のりの一つは、私たちが、2015年次にボストンで開催されるIPA大会へ向けての立案する方法です。私たちは、熟考を促進するような“高い天井”だという気持ちになるような多くの自然光を取り入れた会議室など、集う場所として建築学的にふさわしい美しい会議場を見つけました。私たちは、異なる地域から参加される方々同士が互いに知り合えることを願っていますが、そのようなことを可能にするような小グループ形式での議論という新しい形式についても計画しています。
私は、この講演を皆様とある詩を分かち合うことで終わりたいと思います。同時に、私の母国の協会と会長として年次総会の最後にいつも詩の朗読をされたアールネ・イエムステットの伝統を皆様と分かち合いたいと思います。
詩はヨン・ヴィップによるもので、元はスウェーデン語で書かれたものです。
皆様は、私の母国語であるスウェーデン語、私の第二外国語である英語、そして今学びつつあるスペイン語でこの詩を3回聞くでしょう。英語への翻訳は私がしました。そして、多言語を話すことができる私の助手アンドレアス・シルバに助けてもらい、スペイン語に訳すことも楽しんでみました。スウェーデン語の響きを聞いていただきたいため、同時通訳者に頼んで、詩を読んでいる間の通訳は今回避けてもらいました。その代わり、ステファノに交代する前にしばらく小休止し、通訳のための時間を儲けたいと思います。
私の中の暗闇を、私のために見ることができるように
手で覆って、上からの光を遮った時の沼の底のように
そのため、水面が空のどん底を映し出さないように
光の反射が覆い隠しているどん底は
生きている　見抜くべき光輝く薄膜の下で、変化している
ヨン・ヴィップ、なまざし、1996
ここで、ステファノ会長にまた交代します。
フロイトによって1990年に創設されたIPAは、世界中の精神分析家にとって“共有する我が家”であります。事務局長のポール・クレイクによってうまく運営され、非常に優秀な専門的スタッフのいるブルームヒルズにあるIPAの事務局は、団結した組織を運営するために惜しみない支援を与えてくれています。これは、私たちが、IPAの会員のすべての知識と才能を最大限に生かすことを可能にしてくれています。
私たちの先達によるのと同様に、私たち執行部は、IPAの精神と全体的な機能を形骸化させることなく維持してゆくつもりです。
まさにこの理由によって、私たちは、学会が有効で、代表的なものであり、会員や学会が認定した共同体、あるいは今後認定される予定の共同体、また豊かな方法によってIPAと共に働くことのできる組織にとって有益なものであることを保ちつつ、多くの促進的な成長と将来に向けての前向きな改変を計画しました。
そして、まさに変化している世界においてIPAが力をつけるために。
このような成長と改変は、今日の私たちのスピーチの主題となります。なので、これらの計画を描写した全体的なヴィジョンについて皆様と共有できると思います。
私たちのヴィジョンは、外的な世界との関わりを求められながらも、内的世界とも関係しなければならないという、生きている有機体としての精神分析そのものです。それは、精神分析的思考は損なわれないとともに、科学的知識の進歩によって示唆される変化に開かれているということでもあります。それは、知的な方法によってそれ自体を変化させることができるものです。（選択的ダーウィン説と遺伝による変容という新ラマルク説の両者の意味で、長い人生を楽しむためです）
1） コミュニケーション・プラン
私たちは、内的、外的にも協会に対して、精神分析的共同体にとってのコミュニケーションシステムを再組織化することを決定いたしました。私たちは、外的な世界に対して効果的に自分たちを紹介する方法を探索しています。（私たちの主な動機の一つは、“もし精神分析という対象が姿を現さない場合、患者はそれをどこに探してよいかわからない”です）そして、すべての活動に関して、単に情報だけではなく、関わっているという感覚をも産み出す集合的な参加を達成するため、会員同士の交流を強化する方法を探しています。
もちろん、このような変化は、情報と透明性の必要性、また年々変化する法的正当性と守秘義務の遵守に対する徹底した必要性を考慮に入れるでしょう。
もっと具体的に言うと、私たちは、様々な地域の組織の間の結びつきの強化を目指していますし、たとえば、より広く、効果的に、そして、豊かに統合された精神生活を可能にするために必要となるシナプス的ネットワークのようなものによって多くの委員会を繋ぐことで強化したいと思っています。
2） 精神分析的交流のための心的広場としてのウェブサイト
ウェブサイトは単に情報を伝えるための掲示板ではありません。それは、現代精神分析の科学的、文化的、そして相互交流的な活動の生きた表現です。
私たちは、ウェブサイトを訪れることへの好奇心、喜び、関心を引き出し、築いていきたいと願っています。IPAの会員だけではなく、明確で慎重に検討された多様な論文を読むことによって個人的、文化的経験に表層的ではない意味をもたらす有益な基本的要素を探しているすべての人に対してそう願っています。
私たちはこの広場を、精神分析を学術的な方法ではない方法で提示し、さらなる読書や接触を促すような“複合雑誌”として、“公共的”な部分と考えています。
その一部は、ブログや継続的な改革における公開討論の場という対話形式になるでしょう。私たちは、人材と技術的ツール、アイディアを持っています。そして、それらの資源や機会を利用しないのは大変残念なことと思われます。
3） 教育における相互視覚化
知的で複雑な有機体と同様に、精神分析は常に新しい世代の精神分析家に対する専門的技術の伝達について考えなければいけません。
私たちの目的は、精神分析の訓練に関して様々な協会間の真剣で構えのない議論を保証することであります。そのため、IPAの会員資格は、単に形式的、あるいは量的な判断基準に基づくものではありません。その上、多様な精神分析学派の経験や特定の特徴はより周知されていますし、共有され得る知識の対象になります。
私は、個人的に、何が真に本質的なものであり、一方で、何が神聖なものとして経験されるかを見分けつつ、真の深い議論によってのみ科学的集団と宗教的集団の違いを示すことができると思っています。
私たちは、カフカの忘れえない小説の中で非常に効果的に表現された“城”の牢獄に落ち込むことなしに、精神分析の“純金”を維持しなければなりません。
4） 子どもと青年
私たちの見解では、この領域にも特別な配慮と多様な協会間の継続的な突合せが必要だと思っています。
このことは精神分析の将来においても、新しい世代の将来にとっても、とりわけ重要なことと思います。多くの人々への特別な治療を別にして、メディアで繰り返し生じている批判や論争にもかかわらず、私たちは、先進国の大多数において、とりわけ、子どもや思春期青年期の養育様式において、精神分析が現代の文化に非常に強い影響を与えていることを知っています。
人生がもたらすあらゆる外傷的な状況に加えて、私たちは、家族崩壊や創造的でわくわくするような想像力を犠牲にする代わりに、遊びという名目で刺激し、過剰な代理幻想を子どもたちに喚起するようなテレビや漫画、プレイステーションが与える意図的な乱用など、多くの新しい“統計的には正常な異常さ”に注意を向けなければなりません。
気づかれていない、あるいは不当に扱われた子どもたちのこの集団的悲劇は、子どもや子どもの養育者を援助する際に、より適切な文化やより効果のある実践と態度を支持し、責任を果たしてゆくことを精神分析家としての私たちに要求しています。
IPAは“つねにそこに居続ける”という義務を科学的にも人道的にも負っていると強く思います。そして、私たちは確実にこの領域への投資を強化していきたいと思っています。
5） 精神分析と精神医学
私たちは、かつて繁栄した精神分析と精神医学との対話を再開することに多くのエネルギーを投資するつもりです。
この決定的に重要な領域は、多くの国において逆説的な状況が目撃されてきました。すなわち、多くの精神科医は、精神分析に対して、個人的な次元で彼ら自身や彼らの家族にとっての支えを求め、そして、多くの精神科チームは実際に精神分析家による制度化されたスーパービジョンを利用しています。
しかしながら、これらの協力関係は、制度上や教育上の観点からは依然分裂した状態のままです。なぜなら、大学教育と公共サービス両者において、精神分析の存在は無視されているか、公然と敵対されているからです。
私たちは、その領域で働いている優秀な同僚の助けを得て、大学と精神分析委員会、研究領域における同僚との協力関係のもとで、特別な〈精神分析と精神医学の小分科委員会〉を組織し、主宰していただくことをクラウディオ・エイズィリック教授にお願いしました。私たちは、精神分析と精神疾患を扱っている公共施設との間の関係を再び建て直すことができると自信を持っています。
患者としての旅に出てから、入退院の混乱や、常に適切とは限らない大量の精神薬理的な投薬の最中でも、精神分析から計り知れない利益を得ることができたかもしれない多くの人々にとって、精神分析的な治療が最後の頼みになっていることは不合理なことです。
精神科医と精神分析家は、精神疾患と戦うために共に働くことによって、互いの専門技術の特別な領域について認識することができます。その領域とは、すべての人に余地があり、また相互支援が必要な領域でもあるのです。
6） 研究：IPA会員と研究者の結びつき
研究部門の完全な組織的再編成が、新しい委員長マーク・ソルムスと共に検討されています。この中心的な考えは、中心となる研究執行委員会と三つの下位領域、概念的領域、臨床的領域、そして臨床外領域を持つことによって構造を単純化することでした。
作業の方法は、申請書を受け取り、その後審査するというこれまでのやり方よりも、むしろ研究の優先性に対して十分な検討を加え、それに基づいた申請書を要請するという方法によって、今よりもずっと前倒しになるでしょう。
他の三つの要点は以下のようになります。
1） IPA執行部と研究執行委員会との間の定期的な接触と、特定の研究プロジェクトの発展を必要とするニーズや関心が潜在する領域を示唆すること。
2） IPA会員に対する、IPAウェブサイトの特別な研究コーナーを通し、資金提供をしている研究活動に関する継続的な情報提供。
3） ウェブサイト上でのIPA会員と研究者との対話的交流の可能性。
本質的に、IPAが研究部門に支払う経済的な支援はかなりの額（全予算のおよそ20%）になるため、IPA会員がこの領域の活動について定期的に情報を得て、さらに、それらの活動に関して建設的な意見を述べる機会を持つことはどう見ても公平なことと思います。
7） The IPA/REGIONS電子ジャーナル
PIEE（Psychoanalytic Institute for Eastern Europe）とILAP（Latin American　Psychoanalytic Institute）の訓練インスティテュートにおいて、対等な関係での非常に実りある提携が何年もの間行われてきましたが、地方支部的組織であるEPF(European psychoanalytic Federation)とFEPAL(Federation of Psychoanalytic societies of Latin America)、NAPsaC(North American Psychoanalytic Confederation)（APsaA(American Psychoanalytic Association)による支援を得ている)は、同様に対等で、互いに責任を持つ“合同事業”として、共に協力関係を結び、新しい出版事業を行うことを決定いたしました。
この超国家的な科学的母体を持つThe IPA/REGIONS E-JORNAL（協会や個人ではなく、上述した地方支部的組織によって所有されるもの）は、現在、それらの組織の代表者達と技術者達からなる特別委員会によって調査研究が行われている最中です。そして、まもなく実行され得る計画の準備を整える運びです。
この考えは、意見の同意を広く集めました。同時に、国際的な精神分析的組織が100年以上も存在しているにもかかわらず、共同体がそれを十分に公平に表現する独自の機関紙を持っていなかったのは逆説的のように見えます。
この新しい機関紙は、従来から存在している長い歴史を持つ学術誌と比べ、かなり異なるものとなる予定です。そして、編集職の輪番制やあらゆる水準で全ての国の代表者を含め、編集管理において完全な国際性を保証することを確約します。
今では疑問の余地がないように思われますが、もし私たちがこの複雑な新しい決断を遂行することができるなら、私たちと協力関係にある組織が誇りに思うような、文化的、科学的に均衡のとれた、異なる学派の考えからの寄与にも開かれた、中核的には独立した、そして政治的には超国家的な大事業になるでしょう。
8） IPAの百科事典的な精神分析事典
最後になりますが、もう一つの重要な科学的試みを着手する時期が熟したと私たちは信じています。それは、IPA精神分析事典の編纂です。
多くの卓越した精神分析事典がありますが、IPAは（そして、私たちの意見ですが、この時点ではIPAだけが）、精神分析の世界において、多様な理論的傾向と学派を真に代表する並はずれて徹底した、また先進的な精神分析事典を生み出すための人的資源、科学的資質、そして文化的表現を持ち合わせていると思います。
この大規模な事業は、精神分析の過去と現在に関する広大な知識だけでなく、相当の編集技術と組織化する技術が必要とされます。この作業は、どれほど優秀であっても少数の研究者によって行われるのではなく、幾つかのコーディネートされた作業グループによって行われるでしょう。
この目的は、日常診療や文献参照において、真に国際的に、また最先端の技術を使って精神分析的に働いている全ての精神分析家と精神療法家に最高の品質と“広い視野”を提供することです。それは、フロイトから現代へと成長した木に精神分析を例えると、“幹”と“枝”の両方を表すものです。
結語
もし私たちが様々な地域の私たちの同僚と協力関係を持ち、共に働くことができるなら、これらの全てのアイディアは実現するでしょう。
個人的には、多くの皆様のように、私は多くの時間を患者さんと共に、彼らの内的世界と私の内的世界を接触させながら、診察室の中で過ごしています。精神科臨床は、精神分析の正真正銘の実質的な中核です。そこに私たちは、内的な心の扉を開き、他の方法では成し得ない回復と変化、統合を可能にする “秘密の通路”によって、精神分析に備わった深く、価値のある、部分的には時を超越した、広大な潜在能力を見出します。
他方において、私は、今では多くの時間を私の協会、作業グループ、IPA執行部において、同僚たちと共に働いてきました。そして、多くの皆様と同様、私は、精神分析的共同体にかなりの精力を注いできました。
私たち全てがよく知っている通り、私たち一人ひとりが、多かれ少なかれ意識的な方法で、直観と力を私たち自身の個人的な“原風景urszene”、私たち自身の起源の物語から導き出します。すなわち、私たちそれぞれが、自分自身のプジーボルを持っており、それは、私たちが (もし、物事が十分によく前進するならば、そして、カフカの作品の城のように私たちを幽閉することがなければ)、私たち自身のベルグガッセ通りBerggasse、私たち自身の協会Gesellschaft、そして最終的には国際的な組織へと到達することを可能にするのです。
私の最初の世界は、ボローニャの近くの丘の上に立つ古い家の大きな台所を中心に成り立っていました。そこは、毎晩、私の両親、祖父母、叔父たち、叔母たち、いとこ、そして兄弟たちが、15世紀に遡るオーク材の台輪の下に集った場所でした。
私の現在の世界は、これらの起源を決して否定するものではありません。むしろ、学校教育に始まり、大学、専門的病院、セミナー、そして学会を通して獲得された古い離別の経験とさらなる成長を統合することにも働くこの卓越した科学的、専門的な共同体において、これらの起源は常に現在の生活に呼び戻されるものなのです。
私の今のオーク材の台輪は、精神分析です。その下にある私たちの多くの言語と文化は、尽きることのない豊かな資源です。そして、私たちは、外的現実において、しかし特に内的現実において、IPAが全ての精神分析家にとって真の我が家であることを保証するために共に活動してゆくでしょう。
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